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図書館ネットワーク事業 図書館

生涯学習の推進

市内のどこに住んでいても等しく図書館サービスを受けることができる環境をめざし、市全体としてバ
ランスの取れた蔵書を構成するため、公民館図書室や自動車文庫、駅前返却ポストなどを用いた市
内全域での図書館ネットワークを充実させる。

図書館から放課後児童会・地域文庫・ボランティア団体への貸出サービスは一定の認知と利用状
況の定着が見られる。また、予約資料を最寄りの公民館図書室にて受け取ったり、資料の返却を行
なったりする利用も定着し、少子高齢化が進む図書館遠隔地の住民にとって、市内の図書館ネット
ワークは欠かせないものとなっていると思われる。

前年度に引き続き、安定した配送と図書館外での貸出ネットワークを維持継続するとともに、この
ネットワークの一層の活用を図るため、市民や市内各団体、教育・福祉施設などへのPRを図る。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

図書館・公民館図書室・自動車文庫の限られた資料の効率的な利用を可能としており、一方で、図
書館遠隔地の住民に対しても、読書の楽しみを提供している。また、駅前等返却ポストからの回収
や、市内各施設・団体への配送、他市町村立図書館などとの配送も行っており、図書館への来館
が困難な住民の読書環境の向上に効果を発揮している。
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